
基礎病理学講座

　当講座では、病気の原因や病態を明らかにするために、教室員が目指すべき将来像と挑戦し続ける気持ちを持って研究に取り組ん
でいます。また、細胞生物学や分子生物学・生化学のさまざまな手法を取り入れるなど、テーマごとに最も適切な材料と方法を選
択・構築して、研究を進めています。
　本講座は、基礎と臨床の垣根を越えて自由に行き来できる自由な雰囲気の教室であり、研究の重要性・面白さを体感できる場を提
供します。研究・教育・病理診断を担う当講座教員は、それぞれ独立した研究者ですが、講座内はもちろん学内外の研究室とも連携
して研究を推進しています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容
　当講座では、「核内受容体」と「細胞間を繋ぐ接着分子」の
機能を臓器・疾患横断的に研究しています。主要な研究テーマ
は、以下のものです。
 1 ．細胞接着-核内受容体シグナル伝達経路による多彩な生命
現象制御

 2 ．がんの悪性形質を左右する新たな核内受容体活性制御機構
 3 ．細胞間接着分子に着目した新規がん診断マーカーの開発
 4 ．新規幹細胞ニッチシグナルを利用した組織再生戦略
 5 ．幹細胞の上皮分化を制御する普遍的エンハンサーの同定
 6 ．カエル原腸胚表皮細胞を用いた生体バリアの高感度ライブ
イメージング

 7 ．腎糸球体疾患の新規診断マーカーと治療標的の探索
 8 ．細胞間接着シグナルによる腸上皮幹細胞の運命決定機構
 9 ．神経血管ユニットによる新たな血液脳関門制御機構と脳疾患
10．タイト結合分子の機能的選択性と可塑性研修医、臨床医入学時の研究分野

　研修医、臨床医は、大学院生または大学院研究生として、原
則として講座の研究テーマに沿った形で研究に携わります。研
修医や臨床医は、各教員に指導を受けて日々研究に励み、その
結果を講座の研究会議で定期的に発表します。また、研究対象
としての病気の理解を深めるため、生検・手術材料の病理診
断、病理解剖を学ぶこともできます。

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　基礎病理学講座は、研究を希望する全ての方に広く門戸を開
放しています。医学部学生や大学院生はもちろん、研修医、臨
床医、博士研究員も受け入れています。病理学、細胞生物学、
腫瘍学などに興味のある方は、大歓迎ですので是非気軽におい
で下さい。研究に楽しさ・生きがいを見いだし、新しい発想・
発見に触れる喜びを共有しましょう。

スタッフ紹介スタッフ紹介

北海道立室蘭栄高等学校卒業
昭和63年 札幌医科大学卒業
教育専門分野
１）病理学
研究分野　
１）実験病理学
２）細胞生物学
３）腫瘍学

教授 千葉　英樹

URL http://www.fmu.ac.jp/home/p2/

スタッフ紹介スタッフ紹介

島根県立出雲高等学校卒業
昭和59年 島根医科大学（現：島根大学医

学部）卒業
昭和63年 島根医科大学大学院修了
教育専門分野
１）予防医学
２）産業医学
３）環境医学
研究分野
１）産業医学
２）化学物質の毒性学
３）生活習慣病の予防医学
４）医療政策研究、医療の質の評価
５）行動科学
趣味：散歩、ピアノ教授  福島　哲仁

　人の健康と環境のかかわりについて、衛生学および予防医学的見地から教育および研究を行っています。
講座のモットーは「多様性と総合力」です。各教室員は、自分の研究テーマを持ち、講座内での実験や、地
域／産業職場でのフィールド調査、他大学、外国研究者との共同研究などを精力的に行っています。人の健
康やQOL（生活の質）の向上を目指した研究方針と、その成果を教育に活かしたり地域社会に還元するため
の方法を共有するために、スタッフが一緒に学習し協力し合っています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容
 1 ．予防医学（生活習慣病と運動・栄養・喫煙など）
 2 ．環境医学（化学的・物理的環境要因の生体影響）
 3 ．産業医学（労働者の健康と職場環境）
 4 ．医療経済、地域医療計画、医療政策研究
 5 ．健康教育、行動科学、健康支援環境に関する研究
 6 ．高齢者のクオリティ･オブ･ライフに関する研究
 7 ．医学教育研究（参加型、体験型、問題解決型医学教育
手法の開発）

研修医、臨床医入学時の研究分野
 1 ．生活習慣病に関する予防医学研究
 2 ．病院などにおける臨床疫学研究
 3 ．医療経済、地域医療計画、医療政策研究
 4 ．労働者の安全及び衛生に関する産業医学研究
 5 ．健康教育、行動科学研究

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　予防医学、環境医学、産業医学、臨床疫学、プライマリ・
ヘルス・ケアの研究分野での研究を実施する事ができます。
これらの分野であれば大学院での研究テーマは基本的に自分
で選ぶ事ができます。
　これらの分野に関心があり、当講座の大学院にて研究を志
望される方は気軽にお問い合わせ下さい。

URL http://www.fmu.ac.jp/home/hygiene/index.html

衛生学・予防医学講座
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